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昨
年
は
一
昨
年
と
同
様
、
台
風
の
嘗
り
年
と
言
わ
れ
た
が
、
さ

て
本
年
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
台
風
は
苺
年
三
十
近
く
痰
生
し
、

そ
の
四
割
は
日
本
近
海
に
接
近
し
て
平
均
年
四
個
は
上
陸
す
る
と

言
わ
れ
る
。
一
昨
年
の
伊
勢
潤
台
風
は
九
月
廿
六
日
で
あ
っ
た
が

昭
和
九
年
九
月
廿
一
日
の
室
戸
台
風
を
堺
市
出
島
で
迎
え
た
私
は

台
風
の
惨
害
が
如
何
に
悲
惨
で
あ
る
か
を
身
を
以
て
骰
験
し
た
一

人
で
あ
る
。
常
時
の
被
災
者
に
封
し
御
見
舞
と
し
て
頂
い
た
府
、

市
か
ら
の
五
園
と
四
闘
、
殊
に
陛
下
か
ら
御
下
賜
の
手
の
切
れ
る

ょ
う
な
武
内
宿
禰
の
紙
幣
は
今
も
猶
あ
り
が
た
く
、
こ
れ
は
思
出

の
記
念
と
し
て
永
久
に
侮
え
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

台
風
は
か
よ
う
に
昔
か
ら
苺
年
我
園
に
大
小
幾
つ
か
の
損
害
を

興
え
て
来
た
が
、
只
二
つ
我
闘
を
設
っ
た
大
風
が
あ
る
、
と
教
わ

つ
て
来
た
。
申
す
迄
も
な
い
蒙
古
襲
来
の
元
寇
で
あ
る
。

誹

風

は

台

風

荒
川
理
博
の
新
説
に
つ
い
て

四

百

餘

州

乏

拳

る

七

元
寇
は
御
承
知
の
通
り
、
今
か
ら
六
八
七
年
前
の
文
永
十
一
（
西

い

に

な

よ

暦
―
二
七
四
II
去
に
な
よ
1
1
蒙
古
兵
な
ん
か
早
く
失
せ
る
）
年
十
月
と
、

ゃ

そ
れ
よ
り
七
年
後
の
弘
安
四
(
―
二
八
一1
1

去
ね
や
—
い
去
つ
て
失
え
）

年
七
月
の
二
回
で
、
我
々
は
歴
史
で
、
こ
の
前
古
未
曾
有
0
大
園

難
を
克
服
し
、
金
甑
無
鋏
の
國
骰
を
謹
持
し
得
た
の
は
全
く
此
の

二
回
の
伊
勢
の
紳
風
の
お
か
げ
で
あ
る
。
と
叩
き
込
ま
れ
て
来
た

が
、
何
故
か
先
生
は
ど
の
先
生
も
「
台
風
だ
っ
た
ん
だ
よ
」
と
は

言
っ
て
下
さ
ら
な
か
っ
た
。

ヽ

私
等
の
育
つ
て
来
た
明
治
、
大
正
の
時
代
は
青
牡
年
日
本
0
成

長
疲
展
期
で
、
富
國
強
兵
の
ス
ロ
ー
ガ
ソ
の
も
と
に
、
日
清
（
明

治
廿
七
、
八
年
、
一
八
九
四
ー
九
五
）
、
旦
露
（
明
治
冊
七
、
八
年
、
一
九

0
四
ー
0
五
）
、
第
一
次
世
界
大
戦
の
日
獨
青
島
戦
（
明
治
四
十
七
年

に
常
る
大
正
一
一
一
年
の
一
九
一
四
）
と
十
年
鋸
に
連
戦
連
勝
意
氣
大
い
に

文
永
の
役
に
帥
風
は
来
な
か
っ
た
、
と
い
う
荒
川
理
博
の
新
説
に
つ
い
て

文
永
の
役
に
紳
風
は
来
な
か
っ
た
、
と
い
う

山

ロ

秀

樹



文
永
の
役
に
帥
風
は
来
な
か
っ
た
、
と
い
う
荒
川
理
拇
の
祈
誼
に
つ
い
て

、
、
、
、

揚
が
っ
た
牡
年
日
本
は
盆
々
軍
備
に
熱
中
し
た
の
で
あ
る
。
か
く

し
て
日
本
は
好
戦
閻
民
だ
と
か
、
第
二
の
蒙
古
だ
と
か
見
な
さ
れ
、

ド
イ
ツ

0
カ
イ
ゼ
ル
・
ウ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
ニ
世
の
如
き
は
盛
ん
に
「

黄
禍
論
」
を
打
つ
て
、
自
己
の
ア
ジ
ア
侵
略
に
炭
す
る
悪
評
の
眼

む
我
闘
に
ふ
り
む
け
さ
せ
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
か
く
て
昭

和
六
（
一
九
三
一
）
年
九
月
の
柳
條
溝
、
同
十
二
年
七
月
の
蔽
溝
橋

（
四
洋
人
は
マ
ル
・
ポ
ー
ロ
・
ブ
リ
ッ
ジ
と
呼
ん
で
い
る
）
と
盲
減
法
に

突
き
進
ん
だ
ト
ド
の
つ
ま
り
は
太
平
洋
戦
争
に
骰
展
し
て
し
ま
つ

た
。
氣
象
學
上
0

一
現
象
に
過
ぎ
ぬ
此
の
台
風
を
、
戦
時
中
い
か

に
「
帥
風
」
と
い
う
二
字
を
帥
秘
的
に
濫
用
し
た
こ
と
か
、
そ
し

て
ま
た
戦
後
は
如
何
に
下
落
し
た
こ
と
か
。

戦
争
の
時
は
軍
歌
が
高
唱
さ
れ
る
。
日
露
戦
争
の
時
、
我
等
小

學
生
は
學
校
の
授
業
は
や
め
て
、
苺
日
停
車
場
の
線
路
に
梢
う
て

軍
歌
を
唱
い
、
日
の
丸
の
旗
を
打
ち
振
つ
て
出
征
兵
士
を
歓
送
し

た
が
、
そ
の
時
は
「
敵
は
幾
萬
あ
り
と
て
も
」
「
煙
も
見
え
ず
雲

．
も
な
く
」
と
か
「
四
百
餘
州
を
翠
る
」
と
か
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が

青
島
戦
や
滴
洲
事
変
、
支
那
事
愛
の
頃
に
な
る
と
「
こ
こ
は
御
園

を
何
百
里
」
「
遼
陽
城
頭
夜
は
た
け
て
」
の
軍
帥
橘
中
佐
や
「
荒

波
吼
ゆ
る
風
の
日
も
大
潮
む
せ
ぶ
雨
の
日
も
」
の
上
村
艦
隊
の
蔚

山
沖
な
ど
澤
山
あ
る
が
、
日
露
以
来
今
度
の
太
平
洋
戦
争
を
通
じ

て
最
も
戦
意
昂
揚
の
役
を
背
負
わ
さ
れ
た
も
の
は
「
四
百
餘
州
」

竺
尤
寇
の
歌
で
あ
り
、
時
宗
0
歌
で
あ
り
、
紳
風
の
歌
で
あ
っ
た

と
こ
ろ
で
、
こ
の
「
十
葛
餘
騎
の
は
「
弘
安
四
年
夏
の
頃
」

え
み
し

で
、
こ
れ
は
二
度
目
の
時
で
、
次
の
「
多
々
良
濱
邊
の
戎
夷
」

0

歌
詞
は
最
初
の
文
永
の
役
の
際
の
事
で
、
敵
は
博
多
潤
西
南
の
咽

喉
、
能
古
島
の
劉
岸
の
今
津
、
そ
れ
よ
り
漸
次
東
に
向
つ
て
百
逆

原
、
博
多
、
箱
崎
方
面
、
更
に
他
の
一
除
が
多
々
良
濱
邊
か
ら
上

陸
し
た
の
で
弘
安
の
役
で
は
な
い
文
句
な
の
で
、
こ
の
歌
詞
は
頗

る
勇
牡
で
血
湧
き
肉
躍
る
の
慨
が
あ
る
が
、
史
賓
は
全
く
前
後
混

錯
、
年
代
を
顛
倒
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
ん
な
誤
り
は
最
近
で
も
よ
く
見
か
け
る
、
困
っ
た
も
の
で
あ

る
。
昭
和
舟
三
年
度
藝
術
祭
参
加
作
品
の
某
映
證
「
日
蓮
と
蒙
古

大
製
末
」
な
る
も
の
が
出
来
た
が
、
そ
の
宣
侮
ビ
ラ
に
「
四
百
除

＊
＊
 

州
を
こ
ぞ
つ
て
迫
る
百
萬
の
大
船
圃
」
と
か
、
そ
の
映
需
一
の
ト
リ

ッ
ク
「
紳
風
を
つ
く
る
」
と
い
う
題
で
某
有
力
週
刊
紙
の
色
刷
り

グ
ラ
ビ
ャ
大
版
の
解
説
に
「
如
永
十
一
年
夏
、
九
州
博
多
潤
に
攻

め
寄
せ
て
来
た
蒙
出
I

ー七闘
5
軍
勢
が
云
々
」
と
あ
る
が
、
文
永
十

一
年
は
十
月
も
二
十
日
で
夏
で
は
な
く
、
兵
敷
も
四
萬
内
外
、
非

戦
闘
員
の
梢
エ
、
水
手
の
乗
組
船
員
等
を
含
め
て
も
池
内
宏
徳
士

は
三
萬
三
千
餘
り
、
高
腿
史
に
膝
ら
れ
た
相
田
二
郎
氏
の
三
萬
九

千
七
百
に
し
て
も
四
萬
以
下
で
あ
る
。
「
十
萬
」
と
あ
る
か
ら
は
、

弘
変
四
刷
切
と
訂
正
す
べ
き
で
あ
る
。

ろ
う
。

七



文
永
の
役
に
神
風
は
来
な
か
っ
た
、
と
い
う
荒
川
理
栂
の
新
晟
に
つ
い
て

私
は
文
永
の
役
の
帥
風
に
は
ど
う
も
腑
に
落
ち
ぬ
黙
を
持
ち
紹

け
て
い
る
一
人
で
あ
る
。
そ
れ
は
文
永
十
一
年
の

1101ニ
ヤ
町

9

0

1

夜
に
突
然
起
っ
た
大
風
雨
の
た
め
に
敵
の
艦
隊
は
悉
く
消
え
失

せ
て
翌
二
十
一
日
の
朝
に
は
昨
日
ま
で
海
を
お
う
て
い
た
敵
の
大

艦
除
が
影
も
形
も
な
く
な
っ
た
と
い
う
の
で
、
人
々
は
「
伊
勢
の

紳
風
」
と
か
、
「
石
清
水
八
幡
の
御
帥
威
」
と
か
、
夫
々
品
凪
々

々
の
御
紳
徳
を
崇
め
た
た
え
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
問
題
は
十
月

二
十
日
で
あ
る
。

菅
暦
は
新
暦
に
換
算
せ
ね
ば
な
ら
ぬ

申
す
ま
で
も
な
く
、
國
史
上
の
月
日
は
殆
ど
醤
貯
の
太
陰
脈
で

あ
る
。
胚
制
の
改
正
は
明
治
五
（
一
八
七
―
-
）
年
十
一
月
九
日
の
詔

9
9
9
9
9
J

ー

に
よ
り
、
明
治
五
年
十
二
月
三
日
を
以
て
明
治
六
年
一
月
一
日
と

為
す
旨
の
披
布
を
見
て
今
日
に
及
ん
で
い
る
か
ら
、
そ
れ
以
前
の

月
日
を
其
の
ま
ま
鵜
呑
み
に
し
て
か
か
る
と
、
季
節
感
に
大
髪
な

間
違
い
を
生
ず
る
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
湊
川
の
合
戦
は
延
元
元

（
建
武
―
―
-
、
ニ
―
―
―
―
―
六
）
年
五
月
二
十
五
日
で
あ
る
が
、
宜
は
新
肝
の

七
月
十
二
日
に
常
る
の
で
、
栂
雨
明
け
前
後
の
む
し
暑
い
夏
の
直

射
に
、
あ
0
重
い
鎧
を
着
、
具
足
を
つ
け
て
の
激
戦
で
あ
る
。
大

腔
朝
の
八
時
頃
か
ら
午
後
四
時
（
相
松
論
に
よ
る
と
正
成
の
死
は
申
の

文
一
永
の
誹
風
に
疑
問
を
持
つ

七

の
題
下
の
一
五
五
頁
に

大
森
金
五
郎
氏
の
文
一
永
暴
風
疑
問
説

刻
）
頃
ま
で
約
八
時
間
に
及
ぶ
苦
戦
で
あ
る
。
新
手
を
持
た
ぬ
大

楠
公
部
隊
、
出
陣
以
前
、
既
に
討
死
を
決
心
し
て
い
た
彼
と
し
て

は
最
早
や
こ
れ
で
は
覺
悟
の
程
が
察
せ
ら
れ
る
で
は
な
い
か
。
新

豚
に
直
し
て
見
て
始
め
て
判
る
慎
相
な
の
で
あ
る
。

従
つ
て
此
の
文
永
十
一
年
最
初
の
来
襲
の
最
後
の
日
、
即
ち
ヤ

月
二
十
日
の
日
は
現
行
の
新
暦
に
直
し
て
見
る
と
一
カ
月
お
く
ら

し
て
も
十
一
月
二
十
日
で
、
精
確
な
換
算
は
も
っ
と
遅
れ
る
で
あ

ろ
う
。
そ
ん
な
七
一
月
の
末
頃
に
そ
ん
な
台
風
が
果
し
て
来
た
の

で
あ
ろ
う
か
？
と
い
う
疑
い
が
、
ど
う
も
解
決
つ
か
ず
に
い
た
の

で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
大
正
も
十
(
-
九
ニ
―
)
年
、
ワ
ジ
ソ
ト
ソ
會
議
で

海
軍
々
縮
會
議
で
世
界
は
再
び
何
と
な
く
風
穏
か
な
ら
ず
太
平
洋

の
波
徒
ら
に
高
か
ら
ん
と
す
る
頃
、
明
治
四
十
四
年
版
日
本
歴
史

地
理
學
會
編
誌
の
「
日
本
海
上
史
論
」
と
い
う
絶
阪
物
を
手
に
入

れ
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
同
學
會
の
委
員
で
、
た
し
か
學
習
院
の

教
授
で
あ
っ
た
文
學
士
大
森
金
五
郎
氏
の

「
文
永
弘
安
の
役
」

さ
て
蒙
古
の
退
散
し
た
の
は
、
ど
う
い
う
わ
け
か
と
い
ふ
と
、
世
問

で
云
ふ
慮
は
、
此
時
大
暴
風
が
あ
っ
て
、
そ
れ
が
為
め
に
蒙
古
が
退
散

し
た
と
い
ふ
様
に
事
曰
い
て
あ
る
が
、
果
し
て
大
暴
風
が
有
っ
た
か
、
ど



と
こ
ろ
が
、
こ
こ
に
新
し
く
文
永
暴
風
説
を
一
笑
に
附
し
た
爆

弾
的
新
説
を
叩
き
つ
け
た
氣
象
學
者
が
現
わ
れ
た
。
そ
れ
は
氣
象

研
究
所
員
の
理
學
博
上
荒
川
秀
俊
氏
で
、
一
昨
々
年
の
昭
和
三
十

三
年
六
月
三
日
の
「
日
本
紐
漕
新
聞
」
に
披
表
さ
れ
た
も
の
で
、

そ
の
論
旨
を
摘
出
す
る
と

紳
風
は
束
な
か
っ
た

科

學

者

の

み

た

「

文

永

の

役

」

な

る

題

下

に

太
平
洋
戦
争
こ
の
か
た
、
ゆ
が
め
ら
れ
て
い
た
我
が
國
の
歴
史
は
相

荒
川
理
博
の
文
呆
稗
風
爆
笑
論

文
永
の
役
-
1

帥
風
は
来
な
か
っ
た
、
と
い
う
荒
川
理
博
の
祈
説
に
つ
い
て

う
か
、
少
し
は
有
っ
た
か
も
知
れ
な
い
が
、
犬
し
た
こ
と

g網
い
。
ど

'
,
~
9
9
,
'

…

5
9

と

う
も
シ
ッ
カ
リ
し
た
物
に
暴
風
の
あ
っ
た
事
は
書
い
て
無
い
。
詞
鮮
の

「
東
國
通
鑑
」
に
は
チ
ョ
ッ
ト
見
え
て
居
る
が
、
…
…
尤
も
多
少
暴
風

も
あ
っ
た
か
も
知
れ
虹
巧
翌

と
、
あ
る

3

さ
て
は
自
分
の
疑
い
が
常
っ
た
の
か
、
と
喜
ん
で

い
た
が
、
大
正
十
年
五
月
版
の
同
氏
の
「
大
日
本
全
史
」
中
巻
（
自

――1
0九
、
至
三
一

0
頁
）
に
は

蒙
古
が
退
散
し
た
の
は
如
何
な
る
故
か
と
云
ふ
に
、
世
間
で
は
其
の

夜
(
+
月
二
十
日
の
夜
）
暴
風
が
あ
っ
た
夫
が
た
め
賊
艦
が
凛
蕩
し
溺

死
者
も
多
か
っ
た
為
め
で
あ
る
と
い
ふ
。
な
る
程
蜘
ー
風
か
因
均
こ
信
北
ば

員
百
竺
包
か
予

と
、
今
度
は
十
年
前
の
「
日
本
海
上
史
論
」
の
暴
風
疑
問
説
が

又
逆
戻
り
し
た
様
な
印
象
を
う
け
て
ガ
ッ
カ
リ
し
た
。

常
に
因
き
改
め
ら
れ
て
来
た
け
れ
ど
も
、
ま
だ
ま
だ
洪
り
が
多
い
。
歴

史
家
で
な
い
私
の
よ
う
な
科
學
者
の
目
か
ら
見
る
と
、
全
く
ふ
ぎ
出
し

た
く
な
る
よ
う
な
こ
と
が
、
平
氣
で
尊
門
歴
史
家
の
手
で
書
ぎ
窪
さ
れ
、

語
り
つ
が
れ
、
出
版
さ
れ
て
い
る
。
い
ま
そ
の
―
つ
の
例
と
し
て
、
世

に
名
高
い
元
寇
に
つ
い
て
の
誤
り
に
つ
い
て
述
べ
て
見
た
い
。

文
永
十
一
年
十
月
と
、
弘
安
四
年
七
月
の
二
回
の
元
寇
は
、
ま
さ
に

有
史
以
来
の
大
事
件
で
あ
っ
た
。
そ
の
結
果
は
と
も
に
「
帥
風
」
す
な

わ
ち
台
風
の
要
米
を
以
て
終
り
を
つ
げ
、
敵
は
徹
底
し
た
広
減
の
う
き

目
を
み
、
わ
が
軍
の
労
せ
ざ
る
大
勝
利
に
終
っ
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

普
通
の
常
識
の
あ
る
も
の
は
、
こ
れ
は
お
か
し
い
と
思
わ
れ
る
に
相

違
な
い
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
が
、
日
本
の
歴
史
家
の
間
に
堂
々
と
通
川

し
て
い
る
の
だ
か
ら
不
思
談
で
あ
る
。

例
へ
ば
こ
こ
一
ケ
年
の
問
に
刊
行
さ
れ
た
相
田
二
郎
著
「
蒙
古
襲
来

の
研
究
」
・
「
岩
波
小
僻
典
・
日
本
史
」
、
山
川
出
版
社
「
日
本
史
小
僻

典
」
な
ど
の
名
著
で
も
、
明
ら
か
に
文
永
の
役
も
、
弘
安
の
役
も
と
も

に
台
風
も
し
く
は
暴
風
雨
の
お
か
げ
で
、
一
夜
の
う
ち
に
敵
軍
は
猿
減

し
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

事
質
に
お
い
て
、
弘
安
の
役
に
は
確
か
に
誹
風
の
お
助
け
が
あ
っ
た
。

即
ち
弘
安
四
年
七
月
晦
日
1
1
み
そ
か
（
現
行
暦
で
の
八
月
二
十
二
日
）

夜
半
か
ら
翌
日
の
閏
（
う
る
う
）
七
月
一
日
に
か
け
て
九
州
に
は
大
暴

風
雨
が
起
り
、
近
畿
地
方
で
も
暴
風
雨
に
な
っ
た
と
い
う
記
録
が
残
っ

て
い
る
し
、
そ
の
暴
風
雨
で
、
元
軍
の
追
棄
し
た
士
卒
は
十
余
萬
に
逹

し
た
と
「
元
史
」
は
報
じ
て
い
る
。
マ
ル
コ
・
ボ
ー
ロ
の
「
東
方
見
聞

録
」
や
「
八
幡
愚
童
記
」
の
記
す
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
こ
の
と
き
北
九

七
四



文
永
の
役
に
帥
風
は
末
な
か
っ
た
、
と
い
う
荒
川
理
博
の

に
つ
い
て

州
で
は
北
風
が
も
の
す
ご
く
吹
い
た
、
と
い
う
か
ら
、
台
風
は
九
州
の

南
部
か
、
九
州
の
南
方
海
上
を
通
つ
て
北
東
に
進
ん
で
い
っ
た
の
で
は

な
い
か
と
思
う
。
凡
月
二
十
二
iY-i-131
と
い
え
ば
、
二
百
十
日
（
普
通

ぱ
叫
月
T
日
ご
る
）
も
近
い
の
だ
か
ら
、
ま
さ
に
台
風
ジ
ー
ズ
ン
た
け

な
わ
で
、
そ
の
紳
風
が
台
風
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
ほ
ぼ
間
違
い
な
い
。

然
し
、
文
永
の
役
は
違
う
。
元
軍
が
忽
然
と
し
て
見
え
な
く
な
っ
た

の
は
、
落
暦
で
文
永
十
一
年
十
月
二
十
日
（
現
行
暦
で
の
十
一
月
二
七

闊
）
夜
の
こ
と
で
、
十
月
二
十
一
日
朝
に
は
、
敵
船
が
一
隻
も
見
え

な
い
の
で
、
ど
こ
へ
逃
げ
よ
う
か
と
戸
惑
つ
て
た
北
九
州
の
人
々
は
、
わ

れ
と
わ
が
目
を
疑
っ
た
の
で
あ
る
。
冬
と
い
つ
て
差
支
え
な
い
十
一
月

二
十
六
、
七
日
ご
ろ
に
な
っ
て
か
ら
、
日
本
へ
台
風
が
来
る
な
ど
と
い

う
こ
と
は
先
ず
考
え
ら
れ
な
い
し
、
理
科
を
習
つ
て
い
る
中
學
生
に
そ

ん
な
話
を
し
た
ら
一
。
へ
ん
に
笑
わ
れ
て
し
ま
う
。
私
は
か
つ
て
却
廿
苧

問
に
わ
た
る
氣
象
題
の
台
風
資
料
に
つ
い
て
調
査
し
た
こ
と
が
あ
る
が

i

9

9

,

9

9

,

9

9

,

，
1

1

9

1

,

 

酉
日
本
へ
は
十
月
三
十
一
日
以
後
に
台
風
が
襲
束
し
た
こ
と
は
一
回
も

如
か
ー
019
如
。
大
盟
、
台
風
シ
ー
ズ
ン
は
、
西
日
本
ほ
ど
早
目
に
絡
つ
て

し
ま
う
も
の
で
あ
っ
て
、
闘
東
地
方
な
ど
へ
は
、
ま
れ
に
十
一
月
に
入

つ
て
か
ら
で
も
来
る
台
風
は
あ
る
が
、
九
州
へ
は
十
一
月
末
に
な
っ
て

か
ら
来
る
台
風
は
ま
ず
な
い
と
い
つ
て
よ
い
。

氣
象
學
的
に
い
え
ば
、
北
九
州
へ
文
永
十
一
年
十
一
月
二
十
六
、
七

日
に
台
風
が
来
た
と
は
到
底
考
え
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
日
本
側
に
歿

9,99' 

つ
て
い
る
史
料
を
東
京
大
學
史
料
絹
訊
所
な
ど
で
調
べ
て
見
る
と
、
常

時
風
雨
が
は
げ
し
か
っ
た
と
い
う
確
喪
な
記
録
は
祖

□。
わ
ず
か
に
目

に
鴎
れ
た
の
は
「
八
幡
愚
童
記
」
に
、
逃
げ
ま
ど
っ
た
人
々
が
あ
す
は

七
五

ど
こ
へ
落
ち
ょ
う
か
と
心
弱
く
な
っ
て
、
お
り
か
ら
降
が
醐
ご
ぞ
合
ふ

j

ぬ
ら
じ
〗
」
、
と
い
う
位
の
記
害
が
あ
る
だ
け
で
あ
る
。
こ
れ
に
反
し
て
、

「
東
國
通
鑑
」
な
ど
敵
方
の
記
述
は
し
つ
か
り
し
て
い
る
。

七
月
晦
日
の
夜
、
軍
議
を
開
い
て
敵
前
撤
牧
を
決
め
た
。
夜
陰
に
乗

旦
困
難
な
戚
前
撒
収
ー
と
決
め
た
か
迂
炉
ー
ら
暴
嵐
醐
す
珈
つ
に
ば
ず
ぱ

叶
。
し
か
し
日
本
軍
を
前
に
し
て
夜
の
と
ば
り
を
利
用
し
て
撤
牧
す

、
、
、

る
に
は
不
都
合
な
く
ら
い
の
大
風
雨
（
ジ
ナ
流
の
表
現
）
が
あ
っ
た
。

し
か
し
撤
退
作
戦
は
う
ま
く
い
っ
た
。
ほ
と
ん
ど
無
疵
で
撤
牧
で
き
た

も
の
ら
し
く
、
「
き
の
う
の
タ
ベ
ま
で
所
せ
き
し
賊
船
一
そ
う
も
な
し

（
八
幡
愚
意
記
）
」
と
い
う
の
だ
か
ら
、
鯛
姻
輝
い
応
か
つ
ご
か
召
紗

01

別
。
「
東
國
通
鑑
」
に
よ
る
と
、
十
一
月
に
は
敵
軍
は
歩
武
堂
々
と
合

浦
に
蹄
り
勅
使
に
慰
労
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
こ
に
「
遠
ら
ざ
る
も
の
無

慮
一
萬
三
千
五
百
余
人
」
と
記
し
て
い
る
。
こ
の
未
婦
遠
者
の
大
部
分

は
流
行
病
で
陣
歿
し
た
に
相
追
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
日
本
の
歴
史
家
は

「
東
闊
通
鑑
」
な
ど
の
記
事
を
／
リ
と
ハ
サ
ミ
で
つ
ぎ
あ
わ
せ
て
「
＜

だ
け
、
溺
死
お
よ
そ
一
萬
三
千
五
百
余
人
、
余
賊
皆
の
が
る
（
山
田
安

榮
編
、
伏
敵
篇
）
」
と
い
っ
た
酬
圏
匹
鴨
乞

Tl，
刃
ヂ
丘
団
ー
に
。
鵞
｀
き
入
っ
た

次
第
で
あ
る
。

と
、
い
う
の
で
あ
る
。

の
と
こ
ろ
私
は
初
め
は
大
い
に
期
待

を
持
つ
て
何
度
も
試
み
返
し
、
之
を
切
抜
い
て
相
田
二
郎
氏
の
遺

稿
の
新
刊
「
蒙
古
襲
来
の
研
究
」
に
貼
付
け
て
い
る
が
、
跨
頭
先

x

x

x

x

 

ず
ガ
ッ
カ
リ
し
た
の
は
、
右
の
文
中
「
七
月
晦
日
の
夜
、
軍
議
を

開
い
て
敵
前
撒
牧
と
決
め
た
」
と
い
う
所
は
、
ど
う
も
お
か
し
い
、



り
こ
く
と
ん

塗

中

之

島

0

は
李
克
域
0
二
十
二
冊
物
の
大
型
和
本
の

内
0

「
東
史
十
四
」

0
部
こ
、
明
治
十
六
年
補
刻
、
京
都
出
雲
寺

一
十
刑
物

□大
塵
和
本
0

「
第
十
九
」

0
部
と
、

C) 

で
あ
る
。

東
闊
通
鑑
は
、
李
朝
の
徐
居
正
ら
が
成
宗
の
命
を
奉
じ
て
控
し

た
五
十
六
径
の
勅
撰
史
で
、
か
0
有
名
な
宋
の
司
馬
光
（
司
馬
温
公

し

じ

つ

が

ん

の
こ
と
）
〇
撰
に
か
か
る
「
資
治
通
鑑
」
の
骰
裁
を
慎
似
た
、
新
羅
、

こ
う
ら
い

裔
勾
屁
、
百
惰
及
び
王
氏
宜
回
麗
の
編
年
史
で
、
上
古
の
朝
鮮
史
は

勿
論
、
日
韓
古
代
史
の
研
究
に
は
餓
く
こ
と
の
出
来
ぬ
大
事
な
本

で
、
水
戸
光
図
〇
如
き
は
既
に
寛
文
六
（
一
六
六
六
）
年
に
を
之
を

出

版

し

て

の

朝

鮮

古

代

史

研

究

の

便

を

閏

つ

て

い

る

位

文
水
0

0

時
は
ヤ
月
二
十
日
の
夜
で
あ
る
。
拇
士
は
弘
安
の
役

、、

と
文
永
0
役
の
暴
風
雨
の
夜
0
月
日
を
取
進
え
て
い
ら
れ
る
よ
う

だ
。
一
度
博
七
に
間
合
せ
て
見
よ
う
か
と
思
っ
た
が
つ
い
そ
の
ま

ま
に
過
ぎ
て
し
ま
っ
た
と
こ
ろ
、

翌
―
―
十
四
年
四
月
に
出
さ
れ
た
「
日
本
と
世
界
の
氣
象
」
四
一
頁
に

訂
正
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
後
に
な
っ
て
知
っ
た
。

と
う
ご
く
つ
が
ん

そ
れ
よ
り
も
先
ず
「
東
胴
通
鑑
」
で
あ
る
。
久
し
振
り
に
中
之

島
閻
書
館
に
行
っ
て
驚
い
た
。
土
曜
の
夏
の
暑
い
午
後
の
開
に
晒

さ
れ
て
の
長
蛇
の
列
。

「
東
國
通
鑑
」
の
文
一
永
の
役

明
治
四
十
五
年
版
の
朝
鮮
群
雷
大
系
、
紹
、
一
輯
で
、
朝
鮒
古

書
刊
行
會
の
洋
書
三
冊
物
の
「
中
」
の
部
と
都
合
三
種
の
本
を
突

き
合
せ
て
、
我
が
文
永
十
一
年
に
嘗
る
至
元
十
一
年
（
裔
麗
で
は
元

の
正
朔
、
郎
ち
元
の
暦
敷
年
披
を
用
い
て
元
の
厨
図
と
な
っ
て
い
た
）
の

「
冬
十
月
」
の
項
を
見
る
と

ヲ

カ

ヘ

ン

―

―

忽
敦
（
元
史
で
は
祈
都
）
曰
。
雖
1

一
蒙
人
習
ー
戦
。
何
以
加
＞
此
。

テ

ニ

チ

タ

諸
軍
終
日
戦
。
及
悩
愈
乃
解
。

、、

軍
司
令
官
會
識
で
、
元
軍
認
司
令
官
で
あ
る
都
元
帥
の
忽
敦
（
祈
都

の
こ
と
で
、
蒙
古
音
と
同
昔
の
漠
字
を
宛
て
は
め
た
も
の
）
が
曰
う
に
、

蒙
古
軍
は
騎
馬
野
戦
に
習
れ
百
戦
錬
磨
の
士
と
云
わ
れ
る
け
れ
ど
も
、

こ
れ
以
上
戦
う
こ
は
と
無
理
だ
、
諸
軍
は
終
日
よ
く
戦
つ
て
疲
笏
し
切

つ
て
い
る
、
地
理
不
案
内
な
敵
地
は
物
騒
な
の
で
、
日
没
に
及
ん
で
洵

上
に
引
揚
げ
よ
う
、
と
い
う
の
で
あ
る
。

想
う
に
彼
は
上
陸
第
一
日
目
の
我
が
軍
の
抵
抗
が
、
こ
れ
ま
で
彼
等

が
大
陸
の
諸
民
族
と
の
間
に
紐
験
し
た
戦
闘
と
は
未
だ
袢
て
と
て
も
比

絞
に
な
ら
ぬ
頑
強
な
抗
戦
振
り
に
謄
を
つ
ぶ
し
、
お
ま
け
に
陸
上
基
地

を
確
保
す
る
ま
で
の
段
階
に
な
っ
て
居
ら
ぬ
戦
組
に
不
安
を
感
じ
た
の

で
あ
ろ
う
、
日
没
と
共
に
不
使
を
忍
ん
で
海
上
の
母
艦
や
母
船
へ
と
引

揚
げ
を
主
張
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
厨
し

方
疫
（
金
方
疫
の
こ
と
、
高
麗
の
都
督
使
で
、
い
わ
ゆ
る
三
茨
軍
つ
ま

り
―
―
―
兵
圏
の
う
ち
の
中
軍
の
司
令
官
で
、
裔
麗
軍
の
最
裔
司
令
官
）

忽
敦
、
茶
丘

I

(
洪
茶
丘
の
こ
と
、
元
の
右
副
都
元
帥
で
忽
敦
に

吹
ぐ
司
令
官
で
、
蒙
古
で
は
日
本
と
反
厨
で
三

よ
り
右
の
方
が
上
位
）

文
永
の
役
に
紳
鼠
は
来
な
か
っ
た
、
と
い
う
流
川
坪
肘
の
祈
直
に
つ
い
て

七
六



文
永
の
役
に
紳
風
は
来
な
か
っ
た
、

と
い
う
流
川
理
博
の
新
晟
に
つ
い
て

一

一

々

ラ

中

そ

ブ

ブ

ゴ

ト

ヲ

ヂ

日
。
我
兵
雖
＞
少
。
已
入
泣
猷
境
一
人
自
為
＞
戦
。
卯
点
明

ナ

＂

，

フ

タ

七

ン

ト

焚
伍
舟
。
淮
陰
背
＞
水
也
。
謂
復
快
戦
。3

か
く
の
如
く
、
愈
々
荒
川
理
博
の
云
わ
れ
る
二
十
日
夜
の
軍
議

が
開
か
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
時
、
高
麗
中
軍
の
司
令
官
で
あ

り
、
朝
鮮
兵
圃
の
最
上
席
司
令
官
で
あ
る
金
方
疫
が
、
蒙
・
漢
・

高
麗
連
合
軍
穂
司
令
官
た
る
忽
敦
（
祈
都
）
と
、
そ
の
次
席
司
令

官
た
る
洪
茶
丘
将
軍
と
に
進
言
し
て
申
す
に
は

我
が
連
合
軍
の
兵
敷
は
日
本
軍
に
比
し
て
な
る
ほ
ど
少
い
け
れ
ど
も
、

す
で
に
敵
地
日
本
に
侵
入
し
て
い
る
の
だ
か
ら
、
味
方
の
兵
除
共
各
自

は
好
む
と
好
ま
ざ
る
と
に
拘
ら
ず
、
最
早
や
只
戦
う
よ
り
外
に
道
は
な

い
と
皆
覺
悟
を
決
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
故
に
明
朝
未
明
、
我
が
乗
艦

船
を
皆
燒
き
捨
て
て
敵
前
上
隆
を
再
敢
行
し
よ
う
で
は
な
い
か
、
こ
れ

即
ち
淮
陰
侯
韓
信
（
蘭
何
、
張
良
と
共
に
漠
の
高
祖
の
三
傑
）
の
背
水

の
陣
で
あ
る
、
希
く
ば
今
日
の
様
に
再
び
得
意
の
陸
上
戦
を
績
行
さ
せ

て
頂
き
た
い
。

と
、
と
て
つ
も
な
い
思
い
切
っ
た
苦
肉
の
猷
策
を
や
っ
た
。
と

こ
ろ
が
、
穂
軍
司
俗
官
の
忽
敦
の
祈
都
は
、
之
に
答
え
て
曰
く

ナ

リ

ム

チ

ウ

ッ

テ

ヲ

フ

ニ

小
敵
之
堅
。
大
敵
之
檎
。
策
t

一
疲
兵
扉
罰
大
敵
一
非
ー
ー
完
計

ッ

カ

サ

ン

ニ

ハ

也
。
不
＞
若
回
缶
軍
。

す
る
と
、
忽
敦
は
金
方
疫
の
言
に
答
え
て

兵
法
の
書
「
孫
子
」
の
謀
攻
篇
を
引
用
し
て
い
る
「
史
記
」
の
淮
陰

侯
郎
ち
韓
信
の
同
じ
陣
記
を
援
用
し
て
、
小
人
敷
の
敵
の
堅
く
死
守
し

七
七

て
も
、
結
局
は
多
人
数
の
大
敵
に
は
敵
す
べ
く
も
な
く
最
後
に
は
檎
こ

せ
ら
れ
捕
虜
と
な
召
つ
ま
り
小
部
除
の
兵
員
は
如
何
に
よ
く
守
つ
て

い
て
も
、
大
部
隊
の
人
海
作
戦
の
前
に
は
敵
す
べ
く
も
な
く
最
後
に
は

生
げ
捕
ら
れ
捕
呪
に
な
る
の
が
お
ち
で
あ
る
、
と
兵
因
ぱ
訓
え
て
い
る

e

絡
日
戦
つ
て
疲
れ
切
っ
て
い
る
小
敷
の
兵
除
に
鞭
つ
て
無
理
に
大
敵
た

る
日
本
軍
と
戦
つ
て
も
策
の
得
た
る
も
の
で
は
な
い
、
若
か
ず
、
今
度

は
こ
の
位
に
し
て
一
應
退
軍
し
、
然
る
後
、
兵
員
装
備
そ
の
他
を
完
全

に
し
て
出
直
す
の
が
上
策
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
こ
こ
の
所
が
博
士
の
言
わ
れ
る
同
夜
の
敵
前
撤
牧
の

軍
議
の
場
面
で
あ
る
が
、
十
月
二
十
日
の
戦
闘
後
の
蒙
・
漠
・
高

麗
連
合
軍
の
司
令
官
會
議
が
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
く
、
連
合

軍
穂
司
令
官
は
僅
か
一
日
だ
け
の
戦
い
で
引
揚
げ
る
と
い
う
の
は
、

我
軍
将
士
の
勇
戦
敢
闘
振
り
に
怖
じ
氣
づ
い
た
事
も
さ
る
こ
と
乍

ら
、
日
本
軍
の
後
方
補
給
源
に
封
し
、
彼
は
消
託
せ
る
将
兵
、
弓

矢
等
の
軍
霊
品
、
食
糧
を
敵
地
に
求
む
る
こ
と
の
不
可
能
、
海
上

遠
距
離
に
よ
る
輪
送
の
補
給
難
に
封
す
る
絶
望
感
は
察
す
る
に
餘

り
が
あ
る
が
、
ま
た
敵
軍
司
令
官
相
互
間
の
不
和
反
目
に
よ
る
軍

の
不
統
一
、
そ
れ
に
伴
う
士
氣
の
低
下
が
其
の
一
因
た
る
は
恐
ら

く
間
過
い
あ
る
ま
い
。
役
後
に
起
っ
た
洪
茶
丘
の
金
方
疫
謡
告
事

件
の
遠
因
は
既
に
此
時
に
疲
し
て
居
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

ま
た
高
麗
軍
上
席
司
令
官
た
る
金
方
疫
が
自
分
等
の
乗
艦
船
舶

を
自
ら
の
手
で
燒
き
捨
て
て
ま
で
も
、
や
や
も
す
れ
ば
海
路
退
軍

せ
ん
と
す
る
そ
の
逃
げ
腰
を
叩
き
切
ろ
う
と
の
苦
肉
背
水
の
陣
に



文
永
〇
役
に
柿
風
は
束
な
か
っ
た
、
と
い
う
荒
川
理
栂
の
新
品
に
つ
い
て

し
て
も
、
事
は
餘
り
に
も
勇
ま
し
過
ぎ
る
談
論
で
は
な
い
か
。

二
匹
こ
の
「
東
闘
通
鑑
」
な
る
も
の
は
、
高
麗
王
氏
三
十
四
代
、

四
七
四
年
で
高
麗
が
減
ん
で
、
（
李
成
桂
の
元
中
九
年
、
ク
ー
デ
ク
ー

に
よ
る
。
日
本
で
は
阻
北
朝
合
一
の
年
の
西
暦
一
、
三
九
二
）
、
本
ナ
朝
も

既
に
七
代
0
世
祖
が
偏
臣
に
命
じ
て
上
古
以
来
、
前
朝
迄
〇
史
糾

を
年
代
順
に
編
鋲
さ
せ
た
の
が
完
成
せ
ず
、
そ
の
孫
0
九
代
成
宗

の
代
に
な
っ
て
、
前
者
の
追
緒
を
脳
ぎ
、
徐
居
正
が
主
と
な
つ
て

紹
修
し
た
も
0
で
、
長
い
問
心
な
ら
ず
も
強
駆
を
受
け
て
い
た
暴

カ
帝
圏
の
元
も
十
五
代
、
一
六
三
年
で
敢
え
な
く
亡
ん
だ
(
-
三

六
八
年
で
日
本
の
応
安
元
年
、
足
利
義
満
が
荊
革
と
な
っ
た
年
）
給
亡
圧
否

か
れ
た
高
屈
本
位
の
史
書
な
の
で
、
相
賞
割
引
し
て
認
叫
ま
ね
ば
な

る
ま
い
が
、
本
問
題
に
開
す
る
最
も
重
要
な
文
句
が
次
に
出
て
床

る
の
で
あ
る
。
即
ち

復
亨
（
征
東
左
副
元
帥
劉
復
亨
の
こ
と
、
右
副
元
帥
の
洪
茶
丘
の
次
の

9
,
a
,パ

軍
司
令
官
）
。
中
1

一
流
矢
ー
先
登
焔
加
。
故
遂
引
＂
兵
遠
。

ヽ
々
、

p
二

p

ヽ

ア

リ

ヽ

ヽ

ヽ

テ

、

ヽ

ニ

ヽ

ク

、

ル

會
夜
大
風
雨
。
戦
艦
悶
五
密
犀
多
敗

他
（
高
廊
軍
都
督
刷
使
で
、
左
軍
使
の
金
伽
の
こ
と
、
裔
廊
で
は
右
軍

使
の
金
文
庇
よ
り
上
席
で
、
金
方
擬
に
次
ぐ
軍
司
令
官
）
。

，
t
-

ス

恥
水
死
。

徳
多
箱
崎
方
面
に
上
陸
し
た
賊
軍
は
敵
の
本
除
で
、
こ
の
方
面
の
そ

の
日
の
我
軍
の
塾
司
令
官
は
少
咸
資
能
の
子
の
紐
査
の
弟
で
少
咸
三
郎

っ
た
が
我
万
の
有
力
史
料
で
あ
る
「
八
幡
愚
窟
記
」

に
よ
る
と
、
そ
の
鈷
査
が
百
追
原
で
も
も
じ
ば
る
）
で
敵
の
見
上
か
ら

、
、
、

射
落
し
た
蒙
古
軍
一
方
の
大
賠
軍
流
賠
公
な
る
も
の
は
、
捕
膨
の
蒙
古

兵
の
言
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
は
敵
辿
合
軍
の
次
席
司
令
官
た
る
劉
復
亨
だ

っ
た
ら
し
く
、
正
に
敵
側
の
史
料
た
る
「
東
闊
通
鑑
」
と
一
致
し
て
い

る。
か
よ
う
に
敵
は
其
の
上
席
司
令
官
の
重
傷
突
被
に
よ
り
、
彼
は
飢
先

に
母
艦
に
収
容
さ
れ
、
士
氣
泊
喪
遂
に
敗
兵
を
ま
と
め
て
各
自
艦
上
に

引
挙
げ
た
の
で
あ
る
。

、
、
、

9

,

9

,

9

,

9

 

と
こ
ろ
が
、
た
ま
た
ま
其
の
二
十
日
の
夜
、
大
風
雨
か
吹
き
起
り
、

千
石
船
級
の
大
戦
艦
も
島
の
巖
角
や
海
岸
の
岩
礁
に
吹
き
つ
け
ら
れ
て

大
担
害
を
受
け
た
が
、
そ
の
際
、
高
麗
軍
の
次
席
司
令
官
た
る
金
保
は

海
中
に
韓
落
溺
死
す
る
と
い
う
事
故
が
起
つ
て
し
ま
っ
た
。

、

、

‘

`

e

o

こ
の
會
々
夜
大
風
雨
の
所
を
博
士
は
敵
前
撤
牧
を
す
る
に
際
し

て
の
支
那
流
の
大
袈
裟
な
表
現
と
獨
覇
し
て
居
ら
れ
る
が
、
果
し

て
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
で
は
敵
側
の
他
の
史
料

調
べ
て
見
よ
う
。

「
元
史
」
の
文
一
永
の
役

そ
う
れ
ん

「
元
史
」
は
明
の
宋
派
の
撰
で
、
そ
の
巻
二
百
八
、
列
側
第
九

十
五
、
「
外
闘
」
の
部
>
高
屁
に
次
で
「
日
本
他
」
が
あ
る
。
そ

の
文
永
の
所
を
見
る
と

ジ

十
一
年
（
元
の
至
元
、
我
が
文
永
）
、
三
月
、
命
-
]
鳳
州
紐
略
使

ニ

テ

析
都
盆
東
図
迎
鑑
〇
忽
敦
）
、
禍
髭
軍
民
網
管
洪
茶
丘
一
以
三
一
千
料

七
八

を



相
田

ぱ

つ

9

る

舟
、
抜
都
魯
輻
疾
舟
、
汲
水
小
舟
、
各
三
百
共
一
九
百
艘
。
載
―
―

ッ

ス

テ

，

セ

ン

ト

9

ざ

―

二

士
卒
一
萬
五
予
期
い
ぎ
七
月
一
征
中
日
本
bO

冬
十
月
入
ー
ー
其
園
ー
。

敗
＂
之
而
官
軍
不
＞
整
又
矢
盛
。
惟
虜
掠
記
翌
翌
而
婦
。

至
元
（
我
が
文
永
）
十
一
年
三
月
、
元
は
鳳
州
紐
略
使
の
祈
都
と
、

高
麗
駐
留
の
縮
督
の
洪
茶
丘
に
命
じ
て
、
大
中
小
各
三
百
、
合
計

九
百
艘
の
艦
船
を
合
浦
（
馬
山
附
近
で
銀
海
潤
の
一
部
）
に
集
結
せ
し

め
て
、
兵
一
萬
五
千
の
士
卒
を
分
乗
せ
し
め
た
。

料

舟

|

ー

i

千
石
釈
め
る
船
、
郎
ち
千
石
船
の
こ
と
で
、
迎

送
船
兼
用
の
甲
板
の
あ
る
大
型
戦
艦
で
、
兵
隊

の
外
、
軍
馬
、
兵
器
、
食
糧
そ
の
他
を
放
載
す

百
艘
゜

る
主
力
戦
艦
で

抜
都
魯
輻
疾
舟
ー
—
抜
都
留
と
は
勇
猛
或
ぱ
勇
者
を
意
味
す
る
汲
古

昔

b
a
t
u
r
の
貰
音
（
池
内
宏
博
士
）
、
だ
か
ら

此
の
舟
は
勇
敢
且
つ
快
速
力
の
上
陸
用
舟
艇
で

あ
ろ
う
。
こ
れ
も
三
百
艘
。

汲
水
小
舟
ー
|
千
料
舟
の
載
艦
一
隻
緑
に
附
厨
す
る
汲
水
用
小

舟
で
、
ハ
シ
ヶ
代
用
の
ボ
ー
ト
級
、
こ
れ
も
三

百
艘
。

一
萬
五
千
ー
ー
と
れ
は
多
分
、
蒙
古
本
四
か
ら
の
瑶
追
軍
の
兵

敗
の
み
で
、
敵
軍
の
兵
力
は
諸
史
一
致
し
な
い

が
、
例
示
す
る
と

の
研
究
」
に
よ
る
と

千

文
永
の
役
に
帥
風
は
来
な
か
っ
た
、
と
い
う
荒
川
理
拇
の
新
説
に
つ
い
て

郎
氏
の

七
九

高

麗

高

屈

軍

腐

軍

五
、
六

0
0

（
「
東
図
通
鑑
」
に
よ
ら
れ
た
ら
し
い
）

元
、
宋
、
軍
二
五
、

0
0
0

高
屈
軍
八
、
゜
。
。
一
叶
三
九
、
七

0〗O
)

梢

エ

、

水

手

六

、

七

0
0

竹
内
榮
喜
陸
軍
少
賂
の
「
元
寇
の
研
究
」
に
よ
る
と

池
内
宏
拇
士
の
「
元
寇
の
新
研
究
」
の
示
教
に
始
き
補
正
さ
れ
た
兵
力

蒙
、
横
、
軍

蒙
古
よ
り
の梢

エ
、
水
手

六
、
七

0
0
(
非
戦
闘
員
）

更
に
「
元
寇
の
新
研
究
」
に
依
り
補
足
す
る
と
、
右
の
六
、
七

0
0

人
の
高
麗
の
乗
組
船
員
逹
は
、
大
船
―
二
六
艘
に
封
す
る
乗
員
で
、
歿

る
大
小
艦
船
七
七

0
餘
艘
に
封
す
る
船
員
等
は
、
蒙
古
か
ら
供
給
せ
ら

れ
た
も
の
と
な
す
べ
き
で
あ
る
と
し
て
居
ら
れ
る
。
と
す
る
と
、
更
に

少
か
ら
ざ
る
乗
組
船
員
工
匠
等
が
徴
設
さ
れ
た
と
見
る
べ
き
で
従
っ
て

其
の
穂
数
は
四
萬
内
外
に
逹
し
た
の
で
は
な
か
る
う
か
。

か
く
て
七
月
を
以
て
日
本
侵
寇
の
期
と
し
て
い
た
が
、
偶
々
六

月
十
八
日
、
高
麗
王
元
宗
が
塊
ず
る
と
い
う
不
幸
が
突
殺
し
た
た

め
、
大
褻
遅
れ
て
冬
の
十
月
と
な
り
、
酎
馬
、
壼
岐
を
侵
寇
し
て

之
を
敗
っ
た
が
，
蒙
古
・
漠
・
高
麗
辿
合
軍
司
令
官
相
互
の
不
和

に
基
く
作
戦
の
不
統
一
、
弓
矢
そ
の
他
の
軍
粛
品
の
鋏
乏
等
[
1

よ

り
諸
虞
陸
上
地
貼
を
寇
掠
し
、
申
し
諄
的

0

え

祈

都

軍

洪
茶
丘
軍

培

追

軍

20,000 
'.．  

25,600（戦士）
、".



の
役
に
神
風
ぱ
宋
な
か
っ
た
、
と
い
う
荒
川
理
博
の
新
嘉
に
つ
い
て

て
婦
湿
し
た
。

と
、
只
こ
れ
だ
け
で
あ
る
。
誠
に
簡
箪
で
、
暴
風
雨
0

「風，一

も
な
け
れ
ば
「
雨
」
の
一
字
も
な
く
、
荒
川
博
士
の
新
説
に
は
是

非
畢
げ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
史
料
で
あ
る
が
、
何
故
か
博
士
は

「
元
史
」
の
こ
の
黙
は
述
べ
て
居
ら
れ
な
い
。
で
は
次
の
「
新
元

史
」
は
ど
う
な
っ
て
い
る
で
あ
ろ
う
か
。

「
新
元
史
」
の
文
一
永
の
役

清
朝
、
元
史
研
究
の
金
字
塔
と
う
た
わ
れ
、
民
図
大
穂
統
徐
世

か
し
よ
う
び
ん

昌
に
よ
り
中
園
正
史
に
編
入
を
命
ぜ
ら
れ
た
何
勁
恣
の
「
新
元

史
」
列
他
、
第
一
百
四
十
七
、
巻
之
二
百
五
十
、
「
外
國
二
」
の

「
日
本
偲
」
の
文
永
の
役
の
所
を
見
る
と
「
東
畷
通
鑑
」
や
「
元

史
」
に
比
し
流
石
に
随
分
梢
し
く
な
っ
て
い
る
が
、
最
後
の
要
貼

の
み
を
記
す
と

キ

ズ

シ

チ

テ

ヲ

ス

T

"

t

ー

ル

、

、

、

劉
復
亨
癒
重
。
乃
引
徐
所
レ
部
。
先
蹄
。
是
夜
大
風
躙
。
官
軍
戦

チ

ジ

テ

ー

一

ル

ニ

9

船
腸
1

一
厘
石
ー
多
破
壊
忽
敦
（
元
史
の
併
都
）
等
乃
乗
＂
夜
引
去
。

そ
う
れ
ん

と
あ
り
、
之
を
明
の
宋
陥
の
「
元
史
」
と
比
較
し
て
見
る
と
、

元
軍
の
日
本
侵
寇
の
模
様
は
非
常
に
詳
し
い
が
、
肝
心
の
台
風
の

所
は
、
「
元
史
」
に
は
前
記
の
通
り
風
雨
の
「
風
」
の
一
字
す
ら
―

見
営
ら
な
い
の
に
、
民
図
時
代
に
な
っ
て
撲
ば
れ
た
「
新
元
史
」

は
、
李
朝
の
徐
居
正
の
「
東
闊
通
鑑
」
丸
寓
し
で
、
二
、
三
ヵ
所

に
同
意
の
異
字
を
用
い
、
ま
た
台
風
の
所
は
東
闘
通
鑑
の
「
貪
[

「
八
幡
愚
童
記
」
と
「
八
幡
愚
童
訓
」

八

[

ヽ

9

9

9

 

「
是
夜
大
風
雨
」

9
,

＇

,

 

夜
大
風
雨
」
を
、

「
大
風
雨
」
の
一
一
そ
の
ま
ま
そ
つ
く
り
使
っ
て
い
る
。
こ
の

貼
「
新
元
史
」
は
正
に
朝
鮮
側
の
「
東
國
通
鑑
」
の
鵜
呑
み
で
、

や
は
り
台
風
の
事
宜
を
認
め
、
蒙
ふ
嗅
・
麗
糊
軍
司
令
官
の
忽
敦

（
こ
れ
も
東
闘
通
鑑
の
人
名
で
、
元
史
の
祈
都
）
は
夜
陰
に
乗
じ
て
合

浦
の
鎮
海
潤
に
逃
げ
婦
り
、
博
士
の
言
わ
れ
る
撤
牧
作
戦
は
成
功

し
た
よ
う
で
あ
る
が
、
艦
船
の
破
壊
を
述
べ
て
い
る
か
ら
、
撤
牧

の
成
功
は
其
の
一
部
に
過
ぎ
な
か
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
？

た
だ
東
闘
通
鑑
に
あ
る
高
麗
左
軍
司
令
官
の
金
保
が
海
中
に
縛
落

溺
死
し
た
こ
と
は
「
新
元
史
」
に
は
見
え
な
い
。
と
こ
ろ
で
敵
側

の
史
料
は
こ
れ
位
に
し
て
、
今
度
は
日
本
側
の
有
力
史
料
の
一
っ

で
あ
る
左
の
史
料
に
移
つ
て
見
よ
う
。

、
、
、

博
士
は
「
東
國
通
鑑
」
の
「
會
；
夜
大
風
雨
」
を
支
那
流
の
表

現
と
ア
ッ
サ
リ
片
付
け
、
多
少
の
風
酬
は
あ
っ
た
ろ
う
が
、
無
疵

で
撤
牧
作
戦
は
成
功
し
た
と
言
わ
れ
、
「
翌
朝
は
所
せ
ま
い
ま
で

博
多
潤
上
奔
め
き
あ
っ
て
い
た
敵
の
艦
船
は
一
艘
も
見
ら
れ
な
か

っ
た
」
と
、
い
う
「
八
幡
愚
童
記
」
の
記
事
を
採
ら
れ
て
、
難
破

船
も
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
と
斯
じ
て
い
ら
れ
る
が
、
一
盟
こ
の

「
八
幡
愚
章
記
」
と
い
う
本
は
、
作
者
も
、
出
来
上
っ
た
年
代
も

は
っ
き
り
せ
ず
、
種
々
の
異
本
が
あ
る
ら
し
い
が
、
そ
0
う
ち
の

祈
元
史
は

と
、
ど
ち
ら
も



「
正
應
本
」
と
「
文
明
本
」
と
が
最
も
有
名
で
、
正
應
は
弘
安
の

次
の
年
琥
で
「
正
應
本
」
は
弘
安
の
役
後
八
年
目
の
正
應
二
（
一

ニ
八
九
）
年
の
記
述
と
縛
え
ら
れ
、
伏
敵
篇
の
著
者
は
主
と
し
て

こ
れ
を
引
用
し
て
い
る
が
、
後
世
の
潤
色
恨
託
あ
る
も
の
と
し
て

史
料
的
債
値
は
「
文
明
本
」
に
劣
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

「
文
明
本
」
は
、
文
明
十
五
(
-
四
八
一
―
-
）
年
で
、
弘
安
の
役
後

二
百
二
年
に
も
な
る
け
れ
ど
も
、
そ
の
原
本
は
戦
役
常
時
、
石
清

水
八
幡
宮
の
敵
國
降
伏
の
た
め
の
祈
蓄
等
に
闊
係
の
あ
る
記
録
、

或
は
戦
況
報
告
書
類
等
に
基
づ
い
て
戦
後
間
も
な
く
記
述
せ
ら
れ

た
と
思
わ
れ
る
貼
が
多
い
と
言
わ
れ
、
中
山
平
次
郎
博
士
は
「
元

寇
史
研
究
の
三
参
考
文
籍
」
で
断
然
「
正
應
本
」
を
排
斥
せ
ら
れ

た
が
、
昭
和
六
年
の
池
内
宏
博
士
も
其
の
名
著
「
元
寇
の
新
研
究
」

、
、
、

に
於
て
「
文
明
本
」
の
史
的
慣
値
を
重
く
見
て
い
ら
れ
る
。

こ
の
八
幡
愚
童
記
の
寓
本
に
封
し
「
八
幡
愚
童
訓
」
な
る
も
の

が
、
「
新
校
群
書
類
従
」
第
一
巻
、
「
誹
祇
部
十
三
」
に
載
つ
て
い

る
が
、
こ
れ
は
蒙
古
襲
来
の
戦
況
を
個
え
る
「
八
幡
愚
童
記
」
に

闊
す
る
史
料
で
、
戦
役
を
去
る
こ
と
遠
か
ら
ざ
る
鎌
倉
時
代
の
も

の
な
ら
ん
。
と
い
う
だ
け
で
著
者
も
、
成
立
年
代
も
や
は
り
判
ら

な
い
が
、
愚
童
記
と
い
い
、
愚
童
訓
と
い
い
、
戦
況
を
知
る
に
は
、

え
こ
と
ば

竹
崎
五
郎
兵
衛
尉
季
長
の
「
蒙
古
襲
来
鎗
詞
」
と
共
に
無
く
て
は

な
ら
ぬ
最
重
要
参
考
史
料
で
あ
る
。

が
、
も
と
も
と
此
の
本
を
書
い
た
目
的
は
、
八
幡
大
菩
薩
の
功

八

、

、

、

、

、

、

、

、

徳
を
巻
め
稲
え
愚
童
に
八
幡
信
仰
の
信
心
を
訓
え
こ
ま
ん
が
た
め

に
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
一
本
の
序
文
の
末
に
記
さ
れ

て
い
て
、
「
記
」
と
い
い
、
「
訓
」
と
い
い
、
そ
の
八
幡
大
菩
薩

の
帥
力
が
如
何
に
絶
大
で
あ
る
か
を
百
。
ハ
ー
セ
ソ
ト
に
も
二
百
パ

‘
 

ー
セ
ン
ト
に
も
信
じ
さ
せ
ん
が
た
め
に
、
ト
テ
ッ
も
な
い
誇
張
の

表
現
を
し
て
い
る
黙
も
少
く
な
い
こ
と
を
念
頭
に
入
れ
て
か
か
ら

ね
ば
な
ら
ぬ
。
然
し
面
白
い
戦
況
描
寓
も
こ
こ
で
は
割
愛
す
る
。

元
寇
は
た
や
す
く
勝
っ
た
よ
う
に
私
等
は
教
え
込
ま
れ
て
来
た
が

ど
う
し
て
ど
う
し
て
洵
に
散
々
な
苦
戦
で
あ
っ
た
こ
と
は
冷
静
に

思
い
を
ひ
そ
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
幸
い
只
の
一
日
で
す
ん
だ

か
ら
よ
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
苦
戦
の
原
因
も
述
べ
た
い
が
こ

れ
も
省
い
て
、
本
命
に
入
る
べ
く
又
も
中
之
島
圏
書
館
を
探
し
た

が
、
残
念
乍
ら
「
八
幡
愚
童
記
」
は
見
常
ら
な
か
っ
た
（
昭
和
三
十

三
年
夏
）
。
伊
勢
の
紳
宮
文
庫
に
は
有
る
と
の
事
で
あ
っ
た
が
、
大

盟
は
同
じ
い
様
に
思
う
の
で
、
中
之
島
の
新
校
群
書
類
徒
の
中
の

「
八
幡
愚
童
訓
」
「
上
」
の
三
二
九
頁
を
見
た
。

文
永
の
役
に
肺
風
は
来
な
か
っ
た
、
と
い
う
荒
川
理
博
の
新
説
に
つ
い
て

誠
ュ
、
ジ
キ
城
ナ
レ
ド
モ
、
博
多
筈
崎
打
捨
テ
多
ク
ノ
大
勢
一
日
ノ

軍
二
堪
兼
テ
落
事
為
＝
奈
何
-
…
・
・
：
・
・
営
崎
ノ
宮
留
主
ヲ
始
ト
ジ
テ
、

僧
俗
社
官
固
タ
リ
ジ
カ
ド
モ
、
所
レ
憑
軍
共
落
ヌ
ル
上
〈
留
テ
モ
イ
カ

キ

ゞ
可
こ
有
。
縦
ヒ
遁
:
身
卜
云
共
奉
怠
捨
孟
岬
胚
忽
敵
ヶ
ガ
サ
セ
ン
事
コ

ソ
悲
ヶ
レ
。
…
…
…
朱
漆
ノ
唐
概
奉
協
竺
三
所
御
妹
↓
泣
々
出
＞
宮

間
餘
火
急
ノ
事
ナ
レ
バ
、
神
輿
ニ
ダ
ニ
モ
奉
＞
乗
ザ
リ
シ
コ
ソ
目
モ
心



文
永
の
役
に
誹
風
は
来
な
か
っ
た
、
と
い
う
荒
川
理
拇
の
新
説
に
つ
い
て

モ
及
レ
ネ

3

…
…
…
宇
美
宮
ヘ
卜
急
グ
慮
二
。
彼
（
カ
シ
コ
）
ニ
ハ
'

ハ
ヤ
一
人
モ
ナ
ク
、
先
ヨ
リ
落
テ
閉
―
云
知
翌
可
―
―
立
入
一
様
モ
ナ
シ
。
上

p

p

,

1

9

1

9

9

,

…
 

ノ
山
ノ
極
架
寺
ニ
ゾ
入
奉
ル
。
折
節
雨
降
涙
添
テ
、
衣
手
碕
ヌ
慮
ゾ
ナ

カ
リ
ケ
ル
。
逃
ッ
ル
跡
ヲ
願
レ
バ
、
在
々
所
々
猛
火
オ
ビ
タ
ゞ
ッ
ク
燃

上
シ
カ
バ
、
是
偏
、
敵
ノ
態
卜
恐
思
レ
テ
無
―
―
謂
計
-
:
…
…
・
剣
ぶ
ー
租

ー
ニ
夜
モ
明
レ
バ
‘
廿
一
日
ノ
朝
、
海
ノ
面
ヲ
見
追
ル
ニ
‘
蒙
古
ノ
船
網
―
―

一
艘
薔
々
馳
蹄
ケ
リ
。
（
「
愚
童
訓
」
）

「
愚
童
記
」
（
池
内
拇
士
の
「
元
寇
の
新
研
究
」
の
一
五
二
貝
）
に
は

醐
鯛
「
、
夜
明
レ
9

(

、
iti，
一
日
ノ
調
‘
覇
ノ
面
ヲ
見
ヤ
レ
で
蜘
却

9

ハ
船
皆
モ
ト
リ
ケ
リ
。

と
あ
り
、
殆
ど
同
様
の
記
述
で
あ
る
か
ら
「
折
節
雨
降
…
…
」

の
所
も
大
し
た
違
い
は
あ
る
ま
い
。

こ
の
黙
を
荒
川
博
士
は
採
り
上
げ
ら
れ
、
文
永
暴
風
雨
否
定
説

の
一
大
論
腕
と
さ
れ
て
い
る
。
成
程
、
八
幡
愚
童
記
井
に
愚
童
訓

の
記
述
の
日
的
は
前
文
に
述
べ
た
通
り
で
あ
る
か
ら
、
初
め
蒙
古

、

、

ヽ

ヽ

ヽ

み

ず

き

兵
を
ナ
メ
て
か
か
つ
て
大
ャ
ケ
ド
し
て
、
水
城
方
面
に
退
却
し
た

日
本
軍
の
一
部
除
が
あ
り
、
筈
崎
八
幡
も
燒
打
ち
さ
れ
、
人
々
は

、

、

、

思
い
思
い
に
逃
げ
隠
れ
た
惨
状
を
思
う
と
、
こ
の
邊
で
大
風
が
吹

け
ば
、
待
っ
て
ま
し
た
と
ば
か
り
特
筆
大
書
す
べ
き
所
で
あ
る
が

雨
の
描
寓
は
、
訓
を
活
ら
ず
程
grlの
有
様
で
、
こ
の
貼
、
博
士
の

申
さ
れ
る
所
も
無
理
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

次
に
、
博
士
は
述
べ
て
居
ら
れ
な
い
が
、
今
―
つ
、
や
は
り
大

風
は
吹
か
な
か
っ
た
の
か
な
、
と
も
思
わ
れ
る
毘
が
あ
る
。
そ
れ

は
、
や
は
り
「
愚
童
記
」

0
右
の
紹
き
に

異
賊
ノ
兵
船
一
艘
悩
島
（
一
本
に
は
志
賀
島
、
愚
意
訓
も
志
賀
島
）

、
、
、

ニ
カ
カ
リ
逃
ゲ
ャ
ラ
デ
有
シ
モ
、
餘
ニ
ヲ
ヂ
テ
左
右
・
プ
ク
向
者
ナ
シ
、

蒙
古
ガ
方
ヨ
リ
手
ヲ
合
七
テ
助
ヨ
ト
云
ケ
レ
ド
、
我
行
カ
ン
ト
云
ヮ
ズ

助
船
ヲ
寄
ヌ
ハ
降
ヲ
ュ
ル
サ
ヌ
ニ
コ
ソ
ト
墨
プ
、
大
賂
ハ
海
二
入
テ
失

ヌ
。
歩
兵
共
C

此
方
ノ
地
二
渡
付
、
弓
箭
ヲ
ス
テ
、
甲
ヲ
ヌ
グ
、
ソ
ノ

時
二
常
テ
、
我
モ
我
モ
ト
寄
セ
合
、
高
名
ガ
ホ
ニ
生
取
ケ
リ
。
水
城
ノ

岸
ノ
前
二
引
ナ
ラ
ベ
テ
、
首
ヲ
切
者
百
廿
人
ト
モ
。
云
々

こ
れ
は
、
同
じ
く
廿
一
日
の
朝
、
逃
げ
遅
れ
た
賊
船
一
艘
を
鳥

島
（
或
は
志
賀
島
）
に
見
付
け
た
が
、
前
日
廿
日
の
戦
い
の
火
薬
の

、
、
、
、

て
つ
は
う
や
、
毒
矢
や
、
始
め
て
見
る
騎
馬
民
族
の
圃
除
的
大
陸

、
、
、

戦
法
に
オ
ジ
氣
つ
い
た
の
か
、
蒙
古
の
方
が
手
を
合
せ
て
助
け
を

求
め
て
い
る
の
に
拘
ら
ず
誰
も
進
ん
で
向
う
者
が
な
い
、
や
が
て

敵
の
大
賂
が
海
中
に
飛
込
ん
で
自
殺
し
、
敵
兵
も
甲
を
ぬ
ぎ
弓
矢

を
捨
て
た
の
を
見
て
始
め
て
、
こ
れ
を
生
取
っ
て
高
名
顔
す
る
と

は
何
た
る
腰
抜
け
ざ
ま
で
あ
ろ
う
。
随
分
お
か
し
い
。
若
し
本
常

に
台
風
が
吹
き
暴
れ
て
敵
艦
除
が
全
滅
に
瀕
し
て
い
る
場
合
な
ら

ば
、
我
軍
の
土
氣
は
大
い
に
揚
が
り
勇
牡
無
比
の
追
撃
戦
が
展
開

さ
れ
る
筈
で
あ
る
。
弘
安
の
役
の
台
風
後
の
模
様
は
正
に
そ

0
通

ヽ

り
で
あ
っ
た
の
に
此
の
ザ
マ
は
何
た
る
こ
と
か
？
こ
の
記
述
が
本

堂
な
ら
ば
、
大
し
た
風
雨
で
は
な
か
っ
た
様
に
も
考
え
ら
れ
る
が

博
土
は
是
に
は
ふ
れ
て
居
ら
れ
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
大
友
文
書
に

I¥ 



文
永
の
役
に
肺
風
は
来
な
か
っ
た
、

と
い
う
流
川
理
悼
の
新
成
に
つ
い
て

よ
る
と
、
翌
建
治
元
(
―
二
七
五
）
年
七
月
十
七
日
附
で
、
時
宗
、

義
政
の
連
署
で
、
昨
年
の
文
永
の
役
に
お
け
る
大
友
兵
庫
頭
入
道

（
頼
泰
）
以
下
の
行
動
を
認
責
し
向
後
若
し
忠
節
を
致
さ
ざ
る
者

は
厳
罰
に
虞
す
る
旨
を
通
逹
し
て
居
る
。
我
が
日
本
軍
の
一
部
に

も
残
念
乍
ら
こ
ん
な
部
除
が
居
た
證
掟
で
、
八
幡
愚
童
訓
の

も
満
更
嘘
で
は
な
い
ら
し
い
。

さ
て
然
ら
ば
、
戦
後
最
近
の
園
史
學
界
の
諭
覇
は
如
何
。

の
「
日
本
の
歴
史
」
は
否
定

一
昨
年
一
月
以
来
録
月
緞
刊
、
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
を
誇
披
し
て
い

た
其
の
第
四
巻
、
「
鎌
倉
武
士
」
の
二
六
三
頁
に

さ
い
き
心
網
蜘
學
者
の
荒
川
秀
俊
が
、
こ
の
と
き
は
台
風
季
節
で
な

か
っ
た
こ
と
を
お
も
な
理
由
に
し
て
、
嘗
夜
の
大
風
雨
を
否
定
す
る
見

か

で

の

こ

う

じ

解
を
し
た
が
、
嘗
時
の
費
族
、
勘
解
由
小
路
兼
仲
の
日
記
（
勘
仲
記
）

、、

に
は
「
凶
賊
の
船
敷
萬
艘
海
上
に
淫
ぶ
、
し
か
る
に
俄
か
に
逆
風
即
剣

来
り
て
本
國
に
吹
き
蹄
す
、
少
々
の
船
は
ま
た
陸
上
に
馳
せ
上
る
」
と

あ
り
、
朝
鮮
が
わ
の
史
料
「
東
國
通
鑑
」
に
も
「
た
ま
た
ま
夜
大
風
あ

り
、
戦
艦
岩
璧
に
詞
れ
て
多
く
敗
る
」
と
あ
る
か
ら
、
ご
55詞
説
に
は
、

1

,

9

 

に
わ
か
に
し
た
が
い
が
た
い
。
冬
季
の
大
陸
旋
風
の
影
罰
と
考
え
て

よ
か
ろ
う
。

と
の
意
見
で
、
荒
川
説
を
認
め
て
い
な
い
。
こ
の
試
翼
の
「
日

本
の
歴
史
」
は
、
我
図
戦
後
の
史
學
界
0
櫂
威
者
を
網
羅
し
咎
頭

に
其
の
顧
間
三
人
、
編
集
委
員
三
十
三
名
、
綱
集
協
力
者
七
人
に
、

八

本
巻
握
嘗
委
員
と
し
て
八
人
の
氏
名
の
上
に
＊
印
を
附
し
て
い
て

巻
末
の
特
別
寄
稿
者
以
外
は
、
目
次
を
見
て
も
本
文
を
見
て
も
誰

方
が
一
骰
こ
の
「
第
一
回
文
永
の
侵
入
」
の
項
を
受
持
た
れ
た
の

か
サ
ッ
パ
リ
判
ら
な
い
。
折
角
の
良
い
本
も
之
で
は
責
任
の
所
在

が
明
ら
か
で
な
く
、
ま
こ
と
に
惜
し
い
も
の
で
あ
る
。
私
は
こ
の

事
を
同
祉
に
再
三
提
言
し
た
が
、
と
う
と
う
各
項
執
筆
者
氏
名
を

明
確
に
さ
れ
な
か
っ
た
。

「
勘
仲
記
」
の
逆
風
説

。
か

で

の

こ

う

じ

0

さ
て
、
こ
の
「
勘
仲
記
」
と
い
う
の
は
、
勘
解
由
小
路
兼
仲
の

日
記
で
、
姓
の
頭
文
字
の
「
勘
」
と
、
名
の
末
字
の
「
仲
」
を
取

つ
て
名
付
け
ら
れ
た
も
の
で
、
「
兼
仲
記
」
と
も
「
兼
仲
卿
記
」

と
も
、
ま
た
「
勘
解
由
小
路
中
納
言
記
」
と
も
云
わ
れ
る
。
兼
仲

は
、
五
掘
家
中
の
麿
司
家
の
家
司
を
し
て
い
た
闘
係
上
、
そ
の
日

記
は
朝
諮
闊
係
を
知
る
重
要
な
記
録
で
、
殊
に
弘
安
の
役
の
部
分

は
最
も
貴
重
と
さ
れ
て
い
る
が
、
出
版
さ
れ
て
い
る
の
は
、
建
治

元
（
文
永
十
二
年
四
月
改
元
‘
―
二
七
五
）
年
よ
り
、
永
仁
二
（
楠
木

正
成
の
生
れ
た
―
二
九
四
年
）
年
ま
で
、
凡
そ
二
十
年
間
で
、
肝
心

の
文
永
十
一
年
の
項
は
、
中
之
島
圏
書
館
に
も
な
く
、
そ
の
原
本

は
廣
橋
家
の
他
本
で
、
今
は
東
洋
文
庫
の
所
蔵
と
な
り
残
念
乍
ら

こ
こ
で
は
披
見
を
許
さ
れ
な
い
の
で
、
止
む
な
く
大
家
の
著
書
中

に
引
用
し
て
あ
る
の
を
轄
用
さ
し
て
頂
く
よ
り
外
は
な
い
。
即
ち



文
永
の
誹
風
は
全
く
お
か
し
い
。
如
何
に
七
百
年
近
く
の
昔
と

は
い
え
、
十
一
月
も
下
旬
、
十
二
月
近
く
に
台
風
が
来
た
と
は
考

え
ら
れ
ぬ
。
折
角
氣
象
學
上
か
ら
荒
川
理
博
が
全
面
否
定
の
新
説

を
持
出
さ
れ
た
け
れ
ど
も
、
如
何
せ
ん
先
生
の
論
梱
は
少
々
薄
弱

の
嫌
い
が
あ
り
は
す
ま
い
か
。
郎
ち

一
、
先
生
の
氣
象
學
的
科
學
資
料
は
、
僅
々
五
十
年
間
に
過
ぎ

ぬ
。
そ
れ
も
西
紀
何
年
頃
の
五
十
年
で
あ
る
の
か
、
或
は
極

く
最
近
の
統
計
で
は
あ
る
ま
い
か
、
今
よ
り
六
八
七
年
前
の

自
然
現
象
が
果
し
て
最
近
の
氣
象
條
件
と
全
く
同
一
で
あ
る

あ
る
。

結
局
は
一
永
遠
の
宿
題
か
？

八

代

闘

治

陣

士

の

の

研

究

」

よ

り

按

用

さ

れ

た
陸
軍
の
竹
内
榮
喜
少
将
の
「
元
寇
の
研
究
」
の
(
+
七
頁
註
の
9
)

を
拝
借
す
る
。

、、

十
一
月
六
日
戊
寅
、
或
人
云
、
却
出
閻
閾
細
訓
鄭
卿
浮
海

{

（

U
 

上
、
而
俄
逆
風
吹
郷
痴
馴
加
國
、
少
々
船
又
馳
上
陸
上
、
初

大
輌
式
部
大
夫
（
大
友
頼
泰
）
郎
徒
等
凶
賊
五
十
餘
人
令
虜
掠

{

c

u

 

之
、
皆
捐
骰
、
彼
殻
等
召
具
之
、
可
令
参
洛
云
々
。
逆
風
加
紳

明
之
御
加
被
敷
。
無
止
事
可
貴
。
其
愚
不
少
者
也
。

、、

こ
れ
は
八
代
國
治
痺
士
の
論
文
中
に
あ
る
兼
仲
卿
自
筆
本
の
原

文
で
、
の
「
日
本
の
歴
史
」
は
是
を
和
文
に
直
し
た
も
の
で

文
永
の
役
に
神
風
は
来
な
か
っ
た
、
と
い
う
荒
川
理
博
の
祈
温
に
つ
い
て

か
ど
う
か
？
殊
に
一
昨
年
四
月
に
出
阪
さ
れ
た
博
士
の
「
日

本
と
世
界
の
氣
象
」
に
は
「
文
明
は
北
進
す
る
」
或
は
「
世

界
の
温
度
ぷ
あ
た
た
か
く
な
つ
て
束
て
い
る
」
或
は
「
日
本

の
雨
は
近
年
多
く
な
っ
て
来
た
」
そ
れ
が
ど
ん
な
に
廣
く
ま

た
深
く
人
類
社
會
に
影
薯
が
あ
る
か
を
指
摘
し
よ
う
。
と
か

ま
た
「
文
明
は
東
潮
す
る
ど
こ
ろ
か
北
進
し
て
い
ま
す
」
。

そ
の
陰
に
は
氣
候
の
麦
助
炉
大
き
な
役
訓
を
荻
じ
て
い
ま
す

云
々
と
自
然
現
象
の
菱
動
が
如
何
に
人
文
地
叫
的
現
象
と
密

接
な
闊
係
が
あ
る
か
を
指
摘
し
て
居
ら
れ
る
で
は
な
い
か
。

と
す
れ
ば
、
最
近
五
十
年
の
氣
象
現
象
を
以
て
、
鎌
倉
時
代

の
氣
象
現
象
と
同
一
に
論
ぜ
ら
れ
て
果
し
て
よ
い
も
の
で
あ

ろ
う
か
？
一
寸
俄
か
に
は
頂
き
難
い
で
は
な
い
か
。

、、

二
、
日
本
側
の
最
有
力
資
料
た
る
自
筆
本
の
「
勘
仲
記
」
の
逆

風
説
を
博
士
は
果
し
て
見
て
居
ら
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
？

そ
し
て
そ
の
逆
風
説
を
論
破
さ
れ
る
科
學
的
論
握
を
見
出
さ

れ
る
こ
と
が
出
来
ら
れ
る
か
、
ど
う
か
？

三
、
敵
側
の
「
元
史
」
は
、
全
然
刷
醐
の
一
字
も
な
く
、
日
本

側
の
「
八
幡
愚
童
記
」
に
は
少
し
く
雨
が
降
っ
た
よ
う
で
あ

る
が
、
高
麗
側
の
「
東
園
通
鑑
」
や
、
二
十
五
史
の
う
ち
最

後
の
中
國
正
史
と
な
っ
た
言
わ
ば
最
も
新
し
い
「
新
元
史
」

は
「
元
史
」
の
説
を
捨
て
て
、
大
國
繭
銅
ご
の
「
東
國
通
鑑
」

説
を
採
つ
て
る
こ
と
の
不
一
致
は
ど
う
解
繹
し
た
ら
よ
い
で

八
四



あ
ろ
う
か
？

こ
こ
に
私
は
思
う
。
や
は
り
桐
嘗
の
風
が
吹
い
た
の
で
は
な
か

ろ
う
か
、
と
。
但
し
此
の
風
が
、
今
日
の
よ
う
に
進
ん
だ
科
學
的

測
定
器
も
智
識
も
な
か
っ
た
時
代
の
事
と
て
、
今
日
の
台
風
級
に

の
す
べ
き
か
、
ど
う
か
、
ま
た
風
の
強
度
に
よ
り
名
稲
も
種
々
あ

る
よ
う
で
あ
る
が
、
昔
は
齊
し
く
大
風
の
範
園
が
廣
く
、
科
學
的

台
風
級
に
逹
し
な
い
も
の
で
も
大
風
と
見
る
者
も
あ
り
、
こ
こ
に

大
風
雨
の
見
解
の
相
違
が
記
載
の
有
無
の
一
因
と
な
っ
た
の
で
は

あ
る
ま
い
か
？

つ
ま
り
、
文
永
の
誹
風
は
、
今
日
の
台
風
級
と
ま
で
は
云
わ
れ

ぬ
が
、
然
し
そ
れ
に
次
ぐ
相
嘗
の
大
風
か
、
或
は
旋
風
か
、
で
は

な
か
っ
た
だ
ろ
う
か
？

要
す
る
に
此
の
問
題
は
、
法
隆
寺
の
再
建
、
非
再
建
論
（
尤
も

最
近
の
疲
掘
の
結
果
、
解
決
の
略
光
が
見
え
か
け
た
よ
う
で
は
あ
る
が
）
、
．

或
は
ピ
ラ
ミ
ッ
ト
天
文
台
説
、
非
天
文
台
説
の
よ
う
に
一
寸
急
に

は
解
決
は
つ
き
そ
う
で
な
い
が
、
博
士
が
再
び
起
つ
て
匪
倒
的
筆

陣
を
張
ら
れ
る
時
の
来
る
の
を
架
し
み
に
お
待
ち
す
る
よ
り
外
は

あ
る
ま
い
。文

永
の
役
に
帥
風
は
来
な
か
っ
た
、
と
い
う
荒
川
理
拇
の
新
設
に
つ
い
て

八
五




